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地域力を人口×貢献度で表すなら、人口だけでは計れない。
ひとりひとりの貢献度を集約したら想像以上なものを創りだす。

この町の地域力は目を見張るものがある。

2010 年10月1日に設立し６年目の団体です。

会員は現在２０名で、白神山地の麓、藤里町

の自然を守り、自然の恵みを育て、人と助け

合うことを目的とした活動をしています。

ふじさと元気塾（以下、元気塾）の活動内容

を広く多くの人に知ってもらうための交流事

業のひとつとして「さとやまコンサート」が

開催されました。コンサート開演前の藤原理

事長の挨拶のなかで「都会に行っている息子

さん娘さん、美しい里山の藤里に帰って来て

下さい。」との言葉が響きました。

特定非営利活動法人
ふじさと元気塾

〒 018 -3201 
秋田県山本郡藤里町藤琴
字三ツ谷脇１１０－１
福祉の拠点「こみっと」内
理事長 藤原 弘章
ＴＥＬ・ＦＡＸ0185 -79 -2070

平成２８年度東北電力地域づくり支援制度、支援先４団体の

中に、元気塾が選ばれました。「まちづくりパートナー」４

名が１年間、粕毛地区共助隊・自治会と大学生による地域づ

くりを実践的にサポートしています。

さとやまコンサート開演前の様子

参加者がそろいのＴシャツで待機中

元気塾は藤里町から移住・定住業務支援事業を、６月１日よ

り委託を受けています。この４月より八王子から二人が移住

し元気塾・ふじさと移住暮らしの窓口『ねまるベース』

にて移住定住コンシェルジュの活動をしています。その一人

の佐々木たかすみさんから、コンサートに参加した方々に事

業推進のためのお願いがありました。移住者のための情報と

して、空き家の情報が必要です。現在空き家バンクへの登録

はまだ数件しかありません。空き家をお持ちの方はぜひ登録

をお願いいたします。空き家を貸すメリットとして、家が長

持ちする、雪かき・雪下ろし・草取り等の近所の負担が減る、

空き家が動物の住み家となるのを防げるとのことです。佐々

木さんが入居した空き家も、コウモリが飛んでいたそうです。

新しい人が移住すると町に新しい風がふきます。移住支援員

は居住する集落の共同草刈り作業等に参加し保全作業に協力

しています。地域の力になる移住者が増えるように、この事

業の協力をお願いしています。

活動内容

・棚田を守りホタルを育てる

・ブナの里山の保全、木工品の開発

・災害時にも助け合う、人との交流

口笛が響きます



第一回目の野外コンサートで口笛に興

味を持ち、練習したら今では１オク

ターブの音域が出る小学生も参加して

いました。いつかコンサートをするの

が夢だそうです。柴田さんも、ぜひこ

の藤里町から国際大会シニア部門にエ

ントリーしてほしいと話していました。
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その口の形で、そのまま前に吹いて・・・・ きれいな音色の口笛が吹けました。
手巻き式のオルゴールと
口笛の演奏

藤里町民合唱団・大正琴あきたとのコラボ

高山太鼓白神会との演奏口笛とピアノ、バイオリンのユニット そしてマリオネットも参加

人と人との交流事業のイベントの一つである 「さと

やまコンサート」第３回目が里山をあすにつなぐと

題して８月６日（土）藤里町総合開発センターにお

いて開催されました。

国際大会で世界一に２度輝いた柴田晶子さんの３オ

クターブの口笛とピアノ・バイオリンが織りなす演

奏と、町内の合唱団・大正琴あきた・高山太鼓白神

会がコラボしました。元気塾ではこのコンサートを

今後も恒例にするそうです。

外で口笛を吹くと小鳥が集まっ
てくるとのことです。

かもや堂は地域の集まり
の場・企みの場です。１
階はカフェの営業と多目
的スペース、2階の2間の
和室は、打ち合わせ、展
覧会、ワークショップ等
に利用をされています

「 ︣ Ṣとは秋田弁で人と人とが願いを共感し、協力しあえたらという思いが込められています。

藤里町役場の真向かいのかもや堂。
民間の建物を行政が借り受けて改修
されました。
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能代二ツ井町梅内地区
日 時 ９月１１日（日）・１０月３０日（日）

午前９時～午後３時
体験内容 薪づくり体験

山づくり基礎知識、チェンソーの操作、
安全講習含む

定 員 １０名
参 加 費 1,000 円(昼食及びお土産)
持 ち 物 作業できる服装、飲み物、着替え、

その他必要と思う物
ヘルメット、チェンソー等無い方は事務局で準備します

申し込み及び問合せ先

ṕ Ṗ
・事務局 船山 富雄（090 -7077 -6492 ）

スイッチの操作ひとつで薪割が体験できました

道の駅ふたつい「秋田杉の里 二ツ井まつり」参加
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花の万博の理念である「自然と人間との共生」の継

承発展・普及啓発や「花と緑」に関連する科学技術

や文化などの発展・交流に貢献する事業を対象とし

ています。

応募対象 ・（公益・一般）財団法人

（公益・一般）社団法人など

・特定非営利活動法人（ＮＰＯ）

・人格なき社団のうち非収益団体で

代表者の定めがあるもの（研究グルー

プや実行委員会活動クラブなど）

助成対象期間

平成２９年４月１日～平成３０年

２月２８日までの任期の期間

助成の金額 ・総額の２分の１以内

事業区分に応じて次の通り

１ 調査研究開発：１件あたり１００万以内

２ 活動・行催等：１件当たり５０万円以内

※ ２５万円以下は二次調査を免除

応募期間 平成28年度８月1日～９月１６日（金）

消印有効

問合せ先 公益財団法人

国際花と緑の博覧会記念協会

企画事業部 第１課

〒538 -0036

大阪市鶴見区緑地公園２－１３６

ＴＥＬ ０６-６９１５-４５１６

（平日１０時～１７時）

ＦＡＸ ０６-６９１５-４５２４

E-mail：clover@expo-cosmos.or.jp 

צּ אל ︣
2016 年6月1日、参議院本会議でNPO法改正案（特定非営利活動促進法の

一部を改正する法律案）が可決されました。これによって、いくつか改正

ポイントがあります。詳しくは来月号にてお知らせいたします。
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「 ︣ Ṣとは秋田弁で人と人とが願いを共感し、協力しあえたらという思いが込められています。



２０１６年７月16日（土）秋田県ゆとり生活創造センター遊学舎にて第12回～第13回（平成

26・27年度）に助成を受けた団体（16団体）の成果報告とNPO交流会を開催しました。各団

体は展示ボードに事業の実施状況と成果を掲示し、活動をアピールしました。

קּטּ צּ אל ︡ Ḯ

「ハラウ・フラ・ハク・レイ」のメンバー４人がフラダンスを２曲披露しました。

県北地区では助成金を受けた３団体のṡ ḱ ḱ ḱ Ṣṡּקּט שּ

Ṣṡּפ אל Ṣが事業報告の展示をしました。第１２回に１０万円の助成を

受けた大館市の「ハラウ・フラ・ハク・レイ」は大館市立文化会館でチャリティ公演を開催し、

８００名が参加したそうです。

事例発表として次の２団体が発表しました。

・ộớỚ פּ צּ

「運動と会話で生活習慣病と要介護を予防」

・

「繋がる・広がる草木谷コミュティー 山田の

盆踊り復活プロジェクト」

「かづのふるさと学舎」の事業実施状況の展示 各団体の展示物

各団体の報告発表等

イベント、活動情報など掲載記事も募集しています。お気軽に連絡ください。


